
愛知県東郷町 （平成２６年３月１４日作成）

町中心部に位置する土地区画整理事業区域と町役場周辺を「集約拠点地区」として位置づけ、住宅、商業・利便施設、交通町中心部 位置する 地区画整理事業区域 町役場周辺を 集約拠点地区」 し 位置 け、住宅、商業 利便施設、交通
結節点を集約するとともに、「環境に優しい交通体系の整備」、「エネルギー消費量の削減」、「市街地環境整備における環境
配慮」の基本方針に基づく各種の取り組みを通じて、集約拠点地区での低炭素まちづくりの実現を目指す計画。

■計画区域 （約53ha）と主な施策■将来ビジョン ■計画の目標

東郷セントラル地区からはじまる まちづくり

■基本方針

東郷セントラル地区からはじまるエコまちづくり
～集約拠点の形成による環境都市の実現～

東郷町全域

約22，000ｔ1.東郷セントラル地区から町全体に波及するエコまちづくりの実践

（約２７％削減）
東郷セントラル地区を核とした集約拠点の形成を集中的に行うことで、市

街化の拡散を抑制し集約型都市構造を実現します。
集約拠点である東郷セントラル地区において商業・利便施設を集約させる

ことにより、町の求心性を高めるとともに、子育て世代、高齢者の要望に対
応したソフト施策や、多世帯・多世代住宅への助成により、集約拠点への居
住の誘導を図ります。

パーク＆ライド、サイクル＆ライドの導入

風の道

ラウンドアバウトの導入

2.環境にやさしい交通体系の整備

自家用車に依存しないで暮らせるまちづくりを行います。
集約拠点である東郷セントラル地区においてバスターミナル（交通広場）

を整備し、公共交通の連携を図ることで公共交通の利便性を向上し、自家用
車への依存からの脱却を図るとともに、車を運転しない高齢者も移動しやす
いまちを実現します。 既存樹木の保全（ヤマザクラ）

風の道等に配慮した開発

電気自動車やプラグイン

3.エネルギー消費量の削減

東郷セントラル地区での基盤整備、商業・利便施設及び住宅等の建設にお
いて、エネルギー負荷の削減、エネルギーの利用効率の向上、未利用・再生
可能エネルギーの活用により、本町におけるCO2 排出量削減を先導するまち
を実現します。

電気自動車やプラグイン
ハイブリッド車などのエ
コカー導入促進

コージェネレーションシステム等の導入（商業）4.市街地整備における環境への配慮

公共空間及び民間敷地・建築物におけるヒートアイランド化の抑制や風、
みどり、水の活用等により、環境設備に過度に依存しないまちを実現します。

また、エコ活動等を通じて、まちの共同管理・運営、市民参加を促し、持
続的なまちづくりを実現します。

■計画期間
（10年間）

多世帯・多世代住宅への助成

CO2排出量の抑制を目的とした低炭素住宅のイメージ
集約拠点地区

市民ファンドの設立
コミュニティバスの交通
体系の再編


